
供用種維牛の体重推稚 (%)

年 次

48年

49

50

51

52

開始時

体 重
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(889駒)

100

( 7 9 5 )

100

( 9 0 3 )

100

( 9 6 6 )

100

(925)
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４

２

５

５

一

８６
．

批

？０
。

８９
．

９６
．

1封巳 9

85.8 84.0

9 1 , 4

35.5

77.6

87.2

また編成頭数を減少すること。

7 0 頭 とする。

1 1 0 遍
Ｔ

Ｉ

Ｉ

85.191.5

9 1 . 伊

97.7

98。1

100.2

92.1

9 5 , 0

9 6 . ?

84.6

89,5

85.も

95,1

86.0

81.5

92.0

9 5 _ 9 1 9 4 . 0 90.9 1 86.4

注 49年 の使用開始時体重は、まき牛開始 15日 目から使用した
4才 牛を記載 した。

5 指 導上の留意点

4)初 経験の種難牛を供用ずる場合略、放牧馴致が
′必要である。

2)野 草地など広面積枚区のまき卒繁殖ほ建午撮募頭客を60～

5)改 良上から、程雑牛 2頭以上の編成は避ける。

4)近 親繁殖を進ける。

5)ビ ブ リオ病等の伝染桂生殖器病の予防に留意する。、

4 関 連試験課題名                    1

山地における集団肉用牛の繁殖方法の改善 (昭 48～ 52)

5 参 考資料

着手県畜産試験揚成績報告書 (昭 48～ 52)

日本短 角種 の明け 2才 種付

1 背 景と特徴

肉用牛の明け2才で紫殖にわヽ用することの可否が論ぜられてきたが、 こ こでは日本短角種の

出地集団育成牛を供用した試峡結果からその実用化の日安を明らかにした。

2 技 術の内容

1)違 左性、明けるオの分焼牛 (分焼率79.5%)の 4才時の連近率 は8叫 6%で あり、ま

た5才時にも休たはみられず、明けるオ
‐
分掬 モ転 t独駆亜とに対し出争要因とならない。

= る 一



明 3才 分焼牛の連産性

品 種

明け 5歳分娩牛

同  不 妊牛

明 5才 分競成績 明 4オ 分兜成績
明 5才 分焼率

頭 数

87.5

2)発 育 明 け 5才時分焼前までは、分焼牛が不妊牛にくらべ優れる傾向にあるが、哺育期に

な い って両者は逆転ム 30カ 月令 (産予約6カ月令 )でその差が体高では 1.2御とわず

かであるが、体重では45峰 で有意差が認められる。しかしその後、差は接近し45カ 月令

では体高で0.1こ払 体重で16皆 となり威熟値が小さくなる懸念はないと思われる。

明け5歳分焼の有無と発育

(体重:駒 )
500

(体高 :御 )
400

丁山レ身村Pl150

一 時 歳分焼牛

'一 ―一・同 不妊牛

離  分   離
乳  娩   乳

9121518212427505556594245カ 月齢

5)産 子の発育

明け るオ産子の発育値は離乳時体重で、 5オ 以上の産子の発育値にくらへ  10%程 度劣

るが、その後産次を重ねるにしたがい順調に伸びている。

産子の発育 (210日 補正雑乳時体重 活_路)

年令別産子の発育値 5歳以上産

子の発育値5 歳 4 歳 | 5 歳

1郷

受
胎
分
焼

110

100

分区

202」二12

1 9 7±1 5
215t18

2 1 1 + 1 6191+16
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4 ) 助産

明け5才 分娩時の助産率は、 41.9%と 高いが、軽度の動産が多く分焼事故もみられな
い。

助 産

年 令 品 種 分焼頭数
助 産 頭 数

助産率得)
1 た 2 人 5 ～ 4 5人 以上 計

５

　

４

　

５

N

31

52

19

6

1

0

4

1

0

５

　
　

０

　
　
０

15

2

1  o

41.9

6 . 3

0

なお4、 5才分焼時には、明ける才分焼の有無にか わゝらず、ほとんど助産を必要としない。

3 普 及上の留孟点

1)当 成績は70日 間 (5/中 ～8/下 )の亡き牛による(供用放牧地面積、牧車地 2～ 5'a

-56日 間、野草地 50～ 604α
-14日 間 )

2)明 け2オ受胎牛の発育値は、不受胎牛にくらぺ、優れる傾向にあるので、受胎率向上のた

め、交配時の発育値は体重で299± 25駒 以上、体高で 116±2.6卸以上
であることが望亡

しい。

3)明 け 5才分焼時には、助産を要する場合が多いので注意する。

4 関 連試験課題名

LLmにおける肉用牛の集団育成技術 (昭 48-52 岩 手畜試外出分場 )

5 参 考資料

岩手畜試試験成績書 48～ 52年

5 チ ンポールによる放牧牛の交配 確認法

1 背 景と特徴

亡き牛繁殖において交配を確認することは難しいが、チンポ
ールを利用すれば監視人による

慣行確認よりも精度が高く、しかも簡便で実用性が高いことが明らかになった。

2 技 術の内容

1)チ ンポールを利用した発情牛の発見捧は約80%で 監視人法よりも高率である。
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